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第 360 回（令和４年 12 月）定例会 

第２回各会派政務調査会長会 開催結果 
 
１ 日時 

令和４年 12月８日（木）11 時 32 分から 12時５分まで 

 
２ 場所 

３号館６階 第２委員会室 
 
３ 出席者 

自由民主党     北  口  寛  人   政務調査会長（座長） 

村  岡  真夕子   政務調査副会長 

自民党兵庫     山 口 晋 平   政務調査会長（副座長） 

ひょうご県民連合  黒 田 一 美   政務調査会長 

公明党・県民会議  島 山 清 史   政務調査会長 

日本共産党     き だ   結   政務調査会長 

維新の会      齊 藤 真 大   政務調査会長 

 
（オブザーバー） 

自由民主党     かわべ  宣  宏   政務調査副会長 

自民党兵庫     五 島 壮一郎    政務調査副会長 

ひょうご県民連合  北 上 あきひと   政務調査副会長 

公明党・県民会議  竹 尾  ともえ   政務調査副会長 

日本共産党     入 江 次 郎   政務調査副会長 

維新の会      門   隆 志    政務調査副会長 

 
４ 当日配付資料 
  別添のとおり 
 

５ 会議概要 

 (1) 会派提案意見書案に対する態度表明・整理 
各会派から会派提案意見書案に対する態度が別添のとおり表明された。 
その際、自由民主党から意見書案２について、取り下げるとの表明があった。 
 
次に、座長から、反対の意見があった意見書案１、９について整理する必要が

あるとして、各会派に意見を求めた。 
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ア 意見書案１について 

  ○村岡 自由民主党政務調査副会長 

    今後の人口減少社会を踏まえ、公務員の成り手不足などが問題となって

くる中、小規模自治体においても、行政サービスを維持していくための取

り組みが必要であることから、本意見書を提案した。ＤＸの導入や事務の

標準化などの文言を再検討するので、修文で対応してもらいたい。 

 

  〇きだ 日本共産党政務調査会長 
        行政手続きのデジタル化を全否定しているわけではなく、デジタル化に

より、行政手続きの迅速・簡便化が図られ、住民の選択肢を増やすことに

なればよいと考える。しかしながら、デジタル化を口実にして、対面サー

ビスの後退や自治体リストラにつながることが往々にしてある。 

文言修正を行うとのことであるので、検討したい。 

    

〇北口 座長 

    意見書１について、修文調整をさせていただくので、よろしくお願いし

たいと思う。 

 

イ 意見書案９について 

  〇きだ 日本共産党政務調査会長 
    反対理由を見ると、国で審議中などの理由であるが、意見書の前半部分

は事実を記載しているものである。例えば、記以下を中心に削除して、事

実の部分を残した修文案をお示しするので、対応してもらいたい。 

 
  ○村岡 自由民主党政務調査副会長 

 政府においては、適切に対応し、議論していると考えるが、一度会派に

持ち帰って検討したい。 

 

  〇山口 自民党兵庫政務調査会長 
        修正案を見て、対応を検討したい。 

 

〇島山 公明党・県民会議政務調査会長 
     処罰範囲の明確性が重要である。修文案を見て、検討する。 

 
〇北口 座長 

     意見書９について、修文案を見た上で、会派内で検討いただくこととす

る。 
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ウ 意見書案３、４、５、６、７、８、１０について 

  座長から、各会派に意見があるかを確認 

 

エ 意見書案３について 

  〇山口 自民党兵庫政務調査会長 
     共産党が文案を一部削除しているが、それでは、趣旨が伝わりにくいの

ではないか。 

  

  〇きだ 日本共産党政務調査会長 
     短時間勤務で対応するのではなく、休暇や休業で対応できるような環境

を整備すべきであることから、削除をしている。 

  

オ 意見書案４について 

〇黒田 ひょうご県民連合政務調査会長 
        共産党の修文について、アスベストの抜本対策や業者の資格制度まで踏

み込むことまでは、本意見書では求めておらず、それでは、元々の意見書

の趣旨から異なってくることになる。その点なども踏まえて修文調整を行

いたい。 

 

  〇きだ 日本共産党政務調査会長 
    アスベスト関連法の改正内容は、大気濃度の測定が見送られたことや違

法工事業者に対する抑止力が低いなどの点で問題がある。抜本的な対策を

行うことが必要である。 

 

カ 意見書案７について 

〇島山 公明党・県民会議政務調査会長 
    共産党の修文について、障害者団体の要望もある。我が会派の意見書の

趣旨をくみ取って欲しい。 

 

(2) 意見書案の整理 

(1)を踏まえ、座長において次のとおり整理した。 
①全会派一致の賛同が得られた意見書案 

なし 
②全会派一致の賛同に向けて座長調整案を示す意見書案 

意１ 自治体間連携の推進強化を求める意見書 

意３ 子育て支援の更なる充実による少子化対策の強力な推進を求める意

見書 

意４ 建築物石綿含有建材事前調査・除去費用の国民への周知と国民負担軽
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減措置を求める意見書 
意５ 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 
意６ 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書 
意７ 知的障がい者・知的障がい行政の国の対応拡充を求める意見書 

意８ 豊かな学びのための少人数学級実現・教職員定数改善・義務教育費国

庫負担制度負担率の引き上げを求める意見書 
意９ 刑法の性犯罪規定について、被害の実態と国際水準に見合った改正を

求める意見書 

意 10 外国人児童生徒向け教育環境の整備に対する意見書 

③全会派一致の賛同が得られなかった意見書案 
なし 

④取り下げとなった意見書案 
  意２ 神戸空港の国際化に向け必要な体制確保を求める意見書 

 

(3) 日程確認 

第３回会議を 12月 12 日（月）11 時から開催することを確認した。 


